
実施額 １８２百万円

評価対象

評価方法

実施額 ５７百万円

評価対象

評価方法

実施額 ８９百万円

評価対象

評価方法

令和４年度水と緑の森づくり事業の評価 （事務局案）

奥地の過密人工林や、竹が侵入した人工林を整備し、スギと広葉樹の混交林に誘導する

事業名 里山再生整備事業

　里山林整備の実施面積

事業名 みどりの森再生事業

評価

評価の
ポイント

事業目的

計画及び
実績

評価 達　　成　　　・ ほぼ達成 ・ 未達成

評価の
ポイント

　整備目標に対する進捗状況を評価

　整備目標に対する進捗状況を評価

達　　成　　　・ ほぼ達成 ・ 未達成

事業目的

地域ニーズに応じた里山の再生整備を県民協働で推進する

　混交林整備の実施面積

計画及び
実績

令和4年度計画の202haに対し、187haを整備（計画の93%）

事業名 優良無花粉スギ「立山 森の輝き」普及推進事業

事業目的
優良無花粉スギ「立山 森の輝き」の普及を図るため、苗木の育成と、スギ人工林伐採跡地へ
の植栽、初期保育を支援する

評価の
ポイント

　優良無花粉スギの植栽面積

　整備目標に対する進捗状況を評価

　令和４年度計画の29haに対し、30haを整備（計画の103%）

　森林所有者と調整が進まず、主伐及び植栽個所を確保できず、計画50haに対し27haの植栽
を実施（計画の54%）

計画及び
実績

評価 達　　成　　　・ ほぼ達成 ・ 未達成

区　　分 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5-８ 目標

計　　画 227 281 224 219 213 202 868

実　　績 216 272 243 244 170 187 -

実績（累計） 216 488 731 975 1,145 1,332 - -

2,200

（単位：ha）里山林整備　計画及び実績

区　　分 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5-８ 目標

計　　画 52 67 61 63 65 29 163

実　　績 53 65 61 64 64 30 -

実績（累計） 53 118 179 243 307 337 - -

500

混交林整備　計画及び実績 （単位：ha）

「立山 森の輝き」植栽　計画及び実績

区　　分 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5-８ 目標

計　　画 20 20 20 50 50 50 250

実　　績 20 20 17 29 30 27 -

実績（累計） 20 40 57 86 116 143 - -

（単位：ha）
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実施額 ３０百万円

評価対象

評価方法

実施額 ７ 百万円

評価対象

評価方法

・「森の寺子屋」 ９３回（対象人数延べ４，９５０名）開催

・開催した学校（児童）のアンケート結果

とやまの森づくり普及啓発推進事業

評価 達　　成　　　・ ほぼ達成 ・ 未達成

評価の
ポイント

事業目的

事業名

　「森の寺子屋」の開催状況

　「森の寺子屋」実施状況で評価

コロナ禍でボランティア活動が一部制限されたものの、感染予防対策を十分講じたうえで活動
を行い前年度から増加し、R8目標人数13,000人に対し、10,498人の参加（目標の81%）

森づくりに対する意識の高揚と森づくりに関する教育推進のための指導者の養成する
森林教室や出前講座として「森の寺子屋」を開催する

事業名 とやまの森づくりサポートセンター活動推進事業

　県内におけるボランティアの活動状況

　森づくり参加延べ人数の状況で評価

事業目的 森林ボランティア等を総合的専門的に支援し、県民参加による森づくり活動を支援する

評価の
ポイント

目標及び
実績

評価 達　　成　　　・ ほぼ達成 ・ 未達成

実績

アンケート対象者（児童）の９割が森づくりの大切さに関心を持ち、約８割が今後も授業を受けた
いと回答
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設問１

回答数

1 35

2 17

3 8

回答数

1 27

2 30

3 3

設問3

回答数

1 47

2 0

3 13

設問2 『森の寺子屋』を受けて、森のはたらきや木材を利用すること、森づくりの大切さについ
て関心を持ちましたか？

回答

項目 グラフ

大変関心を持った

ある程度関心を持った

変わらない

今後も森のはたらきや大切さを学ぶ『森の寺子屋』の授業を受けたいですか？

回答

項目 グラフ

受けたい

受けたくない

どちらでもよい

今回開催した『森の寺子屋』の内容は分かりやすかったですか？

回答

項目 グラフ

分かりやすかった

ふつう

難しかった

59%
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13%
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50%
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78%

0%

22%
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事業名 実施額 １６百万円

事業目的

評価対象

評価方法

〇実績

１　木の香るとやまの街づくり事業

２　木育推進事業

県産材こどもの城づくり事業

〇各事業の取組みにおけるアンケート結果

１　木の香るとやまの街づくり事業 単位：％

２　木育推進事業（県産材こどもの城づくり事業）

評価

県産材利用促進事業

県産材を使った木製品の設置や公共施設の内装木質化などによる県産材の普及啓発と森づくり
への理解を醸成する

評価の
ポイント

木造木質化施設、木製品設置施設等での県産材の評価

施設職員および利用者（園児の保護者を含む）のアンケートにより評価

達　　成　　　・ ほぼ達成 ・ 未達成

木造化支援：３施設
I-TOWN共用棟（黒部市）、hair salon COEL（滑川市）、GentaGlassゲストハウス（南砺市）

内装木質化支援：１施設
　JR福光駅待合室（南砺市）
県産材を使用した備品導入支援：３施設
　民宿いけもり（氷見市）、ぽてとぼーい（南砺市）、鼻の滝広場（黒部市）

こども達のアイデアによる県産材を使った木製遊具を製作・設置：３施設
　にながわ保育園（富山市) 、氷見ひかり保育園(氷見市) 、下堀こども園(富山市)

【主な意見】
・木の香りや雰囲気など、木のあたたかみを感じる。
・外国からの旅行者には大変見た目が良く、見栄えがする「映る（ばえる）」と思う。
・コストが高くなる可能性がある。
・地域の木材を使うことで輸送費などが抑えられ、様々な人に知ってもらう機会になる。
・多くの人の目にふれる所で使用すると、更にアピールになると思う。　等

実績

公共施設等を木質化した印象について、アンケート対象者の９割以上が良いと回答し、木の特徴
を好意的に捉えた意見が多数
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大変良い 良い あまりよくない 良くない わからない
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